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られた腫瘍について
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【目的】本年度，解剖学実習のご遺体には殿部
に大きな腫瘍が認められ，さらに左右の肺，肺
門リンパ節，胸膜にも腫瘍が確認されたので解
剖実習 PBL を行った．また，骨肉腫等の病歴を
有していたことから，病変部の腫瘍との関連性
についても考察を行った．
【方法】ご遺体から殿部と胸部の病変部を採取
し，ホルマリン再固定の後，パラフィン切片を
作成した．後に HE 染色にて病理組織学的に観
察を行ったところ，通常の組織形態と異なる紡
錘形細胞や多核化した細胞が確認され横紋筋
肉腫であることが疑われた．そこで横紋筋のマ
ーカーであるデスミンについて免疫染色を行
ったところ陽性であった．さらに我々はご遺体
が腫瘍病歴を有していたことを知り，ご遺族や
病院関係機関のご厚意により当時の病理標本
の収集や診療記録による病歴図を作成し因果
関係についても考察した．標本作成と病理診断
は病理学の本間准教授にご協力・ご指導を，臨
床考察は整形外科学の種市教授にご指導を頂
いた．また，診療記録は越谷病院整形外科の飯
田准教授と栃木県立がんセンター研究検査部
にご協力して頂いた．
【結果】今回の症例は，殿部の腫瘍が形態的特
徴とデスミンが陽性であったことから横紋筋
肉腫と推測した．また，胸部の腫瘍にも同じ特
徴を持つ細胞が確認され転移の可能性が示唆
された．過去の腫瘍歴については，仙骨骨肉腫，
下顎骨骨肉腫，左肩皮下組織球種の手術歴や悪
性度などが判明した．
【考察・結論】今回の殿部・胸部の腫瘍が新た
な腫瘍の発症ではなく腫瘍歴との関連性があ
るならば，仙骨骨肉腫においては病理所見が明
らかに異なるものの，化学療法などの影響によ
る発現形質の変化が起こり再発転移の生じた
可能性がある．また同時期かつ共に低悪性度で
ある下顎骨骨肉腫と左肩皮下組織球種におい
ては，殿部・胸部の腫瘍とは悪性度が異なるこ
とから関係性は薄いと考えられる．
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【導入】日本住血吸虫 （Schistosoma japonicum：
以下 Sj） はヒトの門脈系血管に寄生する病原寄
生虫で，現在でも有病国において公衆衛生およ
び社会経済的な問題となっている．血管に寄生
する Sj から血中に排泄・分泌される Sj 由来分
子を循環抗原と呼ぶ．演者らは，これまでに循
環抗原を検出する検査法を開発する目的でモ
ノクローナル抗体を複数作製した．このうちモ
ノクローナル抗体 1-7B が認識する抗原が循環
抗原であることを明らかにし，SjCA （Sj Circu-
lating Antigen） と名付けて報告している．
【目的】SjCA 分子の性状に関する知見を得る
ため，各種解析をおこなった．
【材料と方法】当室で維持している Sj および
実験感染動物，中間宿主貝 （ミヤイリガイ） を
使用し，以下の実験をおこなった．① Sj 成虫の
トリクロロ酢酸可溶性分画 （以下，酸可溶性分
画） の二次元電気泳動解析．② Sj 感染ウサギ経
時血清 （感染 0, 3, 6, 7, 9, 11 週目） からの二次元
電気泳動およびイムノブロッティングによる
SjCA 検出．③免疫組織染色による Sj 雌雄成虫
および感染ミヤイリガイ内 SjCA の局在解析．
④ SjCA で感作したウサギの血清（抗 SjCA ウサ
ギ血清）による関連分子の解析．
【結果と考察】① Sj において酸可溶性タンパ
ク質の種類は少ないことから，酸処理により
SjCA を効率的に精製できることが示された．②
感染後 3 週目の感染ウサギ血清から SjCA が検
出されたことから，糞便検査で検出可能となる
感染 4 週以前に感染の徴候を検出できる可能性
が示唆された．③雌雄成虫の消化管およびスポ
ロシストに局在することがわかった．異なるス
テージでどのような機能をもつのか興味深い．
④抗 SjCA ウサギ血清を用いた実験から，SjCA
と共通の抗原決定基を持つ分子量約 30kDa の関
連分子の存在が示唆された．この 30kDa 分子も
循環抗原であった．
【結論】SjCA は，Sj 症検査の標的分子として
だけでなく，生物学的にも興味深い分子である
ことが分かった．今後，検査への応用と同時に，
SjCA 分子の機能など，生物学的な解析を進めて
いきたい．
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